
によって、この結果がもたらされた。

また、スパーク・システムは先端のアライナー製造技術を

採用しているため、歯牙とアライナーの接触密度がより緊

密である。＊ 従来の固定式装置ではなく、アライナーを用

いても、短時間で患者の治療体験を改善し、7回のアポイ

ントメントで顔貌の審美性を保つことができるようになっ

た。私は、このスパーク治療の成功にとても興奮し、これま

で行っていた治療よりもはるかに簡単で迅速な治療がで

きることを実感している。

＊オームコが保有するデータによる。

はじめに
長年にわたり、固定式装置を用いたオープンバ

イト症例の治療には様々なアプローチがなされ

てきたが、この症例報告では、重度のオープン

バイトを有する複雑な症例を、いかに効率的に

治療できるかを紹介する。固定式装置ではなく、

スパーク・システムを使用し、7回のアポイントメ

ントで、患者体験を向上させつつ、顔貌の審美

性を維持しながら、短期間で治療を終えること

ができた。

診断
27歳女性、笑顔に不満があり、パノラマ、セファ

ロの検査結果、骨格性のクラスⅠ、オープンバイ

ト、歯周病、狭窄歯列、ガミースマイルが認められ

た。さらに、顎関節症による断続的な痛みを訴え

ていた。口腔内評価では、歯周病の問題、歯肉

の状態は良好、正常な臼歯関係・犬歯まで及ぶ

重度のオープンバイトが認められた。

治療目標
目標は、前突している上下顎切歯の後退を可能にするた

めに、両顎アーチの拡大。その後、下顎の後方回転を可

能にし、オープンバイトを閉鎖するために上顎臼歯の圧下

を行った。

治療計画・経過
2019年3月にスパーク・システムにて治療を開始し、 

2020年5月に治療が完了した。

治療は2回のフェーズに分けて行った。第1フェーズで

は、22枚のアライナーを使用し、10日ごと、時には1週

間ごとにアライナーを交換するよう指示した。第2フェー

ズでは、19枚のアライナーを使用した。この2フェーズの

間に、リファイメントを行った。

患者は1日22時間アライナーを装着し、7回のアポイント

メントで治療を完了した。本症例は、スパーク・システムの

アプルーバー・ソフトウェアを使用して設計した。ソフトウェ

アのスクリーンショットでは、使用したアタッチメントとIPR

の量を示している。

第1フェーズの開始時には、アタッチメントのないアライ

ナーを装着し、口腔内の装用感などに慣れてもらった。

図12－15は、スパーク アプルーバー・ソフトウェアを使用

した症例のスクリーンショットである。

第1フェーズの12－13ステージ目で、上顎歯列弓にスク

リューを埋伏した（図24）。スクリューとアライナーの組

み合わせにより、臼歯の圧下を狙った。治療のゴールとし

ては、前歯の挺出を抑え咬合を改善し、スマイルの審美

性を修正することだった（図21‐23）。

治療結果
スパーク・システムでの矯正治療は15ヶ月以内に終了

した。

オープンバイトは、前歯部が挺出することなく改善され、

咬合は臼歯と犬歯が正常に咬合し、オーバージェットお

よびオーバーバイトも素晴らしい結果となり、非常に良好

な歯列とスマイルラインを得ることができた。リップ・サ

ポートは明らかで、より良い笑顔を得るという患者の目的

を達成した。治療後のセファロでは、重度なオープンバイ

トを部分的に閉鎖したことを考慮すると、骨格および下

顎平面角は、治療全体を通して同様であることがわかる。

最終的な治療結果を確認するため、リテーナーによる保

定を行い、治療を完了した。

結論
この症例報告では、重度のオープンバイトを伴う複雑な

症例をスパーク・システムで、いかに効率的に治療できる

かを実証している。より持続的にフォースをかけることがで

き、より高い保持力を持つTruGEN（トゥルージェン）素材

骨格性Ⅰ級の患者における
オープンバイト矯正
Dr. ディエゴ・ペイドロ

図1－4 ： 初診時顔貌写真

図10－11 ： 初診時側貌セファロ・パノラマ

図5－7 ： 上顎咬合面観・口腔内正面観・下顎咬合面観写真

図8－9 ： 口腔内写真右側・左側
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ては、前歯の挺出を抑え咬合を改善し、スマイルの審美
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症例をスパーク・システムで、いかに効率的に治療できる
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図12 ： スパーク アプルーバー・ソフトウェア 図13 ： スパーク アプルーバー・ソフトウェア

図14 ： スパーク アプルーバー・ソフトウェア 図15 ： スパーク アプルーバー・ソフトウェア

図16－20 ： 治療後の顔貌写真
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図21－23 ： 上顎および下顎最終位置 口腔内写真

図24－25 ： 最終位置 口腔内写真

図26－27 ： 最終パノラマとセファロ
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